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今年もツインリンクもてぎで開幕戦を迎えた全日
本ロードレース選手権。3月27日（水）から行われた
公開テスト、そして木曜日から走り始めたレースウ
イークでセッションをリードしてきた中須賀克行と高
橋巧が公式予選からガチンコ勝負を繰り広げた。

45分間で行われた公式予選では、セッション前
半で中須賀と高橋がランデブーでタイムアタック。
お互いの調子を探り合いながらも2人とも1分47秒
フラットまでタイムを詰めていた。一度ピットインし、
リアタイヤを交換した中須賀は、うまくクリアラップを
取り、何とただ一人1分46秒台に突入！　自身の持
つコースレコードを大幅に塗り替える1分46秒878
をマーク。レース2のグリッドを決めるセカンドタイム
でもトップとなりダブルポールポジションを獲得した。
一方、高橋も両レースとも2番手グリッドを確保し、2
人が抜きん出ている存在となっていた。

23周で争われたレース1。中須賀がポールポジ
ションからホールショットを奪い、渡辺一樹、高橋、
水野涼、加賀山就臣、秋吉耕佑、野左根航汰、渡辺
一馬、津田拓也、津田一磨、岩戸亮介、前田恵助、
羽田太河と続いていた。トップの中須賀は、高橋が
渡辺一樹に引っかかっている間にリードを広げるべ
くペースを上げるが、予選のときより路面温度が上
がっておりスタート時で41度となっていた。その影

響からか、フィーリングが変わっており、思うように
ペースを上げることができない。高橋は、そんな中須
賀を見ながら“それほど離れていかないな”と思い、
冷静に前にいる渡辺一樹を3周目の5コーナーでパ
スし2番手に上がると、その差を詰めて行く。健闘し
ていた渡辺一樹は、徐 に々遅れ、トップ争いは中須
賀と高橋の一騎打ちとなって行く。後方では、出遅
れていた野左根が水野をS字コーナー進入でパス
し4番手に上がってくる。水野の後方には、渡辺一
馬、秋吉が迫って来ていた。
トップ争いは、中須賀のテールに高橋が迫り、3

番手の渡辺一樹の背後には野左根が迫り、6周目
のV字コーナーでインを突き前に出て行く。後方では
渡辺一馬が水野をかわし5番手に浮上していた。

マッチレースとなったトップ争いが動いたのは9
周目だった。S字コーナーの進入でインを奪った高
橋だが、中須賀も負けじと切り返しでかぶせていく
が、コーナー立ち上がりで高橋が前に出て行きトッ
プに浮上する。セカンドアンダーブリッジ過ぎの左
高速コーナー進入で中須賀は、高橋をかわすが、ク
リッピングポイントから切り返しで高橋が前に出て
行きトップでコントロールラインを通過するが、レー
ス1では、高橋がトップでホームストレートを走るの
は、このときが最初で最後だった。中須賀は、2コー

ナーで高橋のインから前に出るとレースをリード。高
橋もピタリと中須賀のテールをマークし、最後のス
パートに備えていた。そして、その予想通り中須賀は
ラストスパートをかける。高橋も呼応し、ペースを上
げ、ファステストラップをマークするが、ラストラップ
に1分47秒台に入れた中須賀が、高橋に勝負する
すきを与えずトップでゴール。2019年シーズン最
初のレースを制した。高橋は悔しい2位だが、開幕
前のトレーニング中にケガをした昨年に比べれば、
事前テストからの流れは悪くない。レース2での巻
き返しを誓っていた。

3位には、単独走行となっていた野左根が入り、4
位に渡辺一樹、5位に渡辺一馬、6位に水野、7位に
秋吉、8位に加賀山、9位にザクワン・ザイディ、10
位に岩戸亮介というトップ10となった。

セカンドタイムで決まったレース2のグリッドだが、   
4列目まではレース1と全く同じメンバーとなっている。 
日曜日の天気予報は、やや気温が下がるもののドライコ
ンディションでのレースとなりそうだ。やはりレース2も
中須賀と高橋の戦いになるだろう。事前テストから野
左根と一緒に走りペースアップを計っていた中須賀と
しては、高橋との間に野左根が入ってくれることが理想
だ。野左根が、どこまで2人に迫ることができるか!?　
レース2もハイレベルな戦いになることは間違いない。

中須賀克行が高橋巧との一騎打ちを制し先勝！
予選では1分46秒台の驚異的なタイムでWポール

REPORT & INTERVIEWQUALIFYING PRACTICE
 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 1 中須賀 克行 YAMAHA FACTORY RACING TEAM YZF-R1 R 1'47.047
 2 13 高橋 巧 Team HRC CBR1000RR SP2 R 1'47.072
 3 4 野左根 航汰 YAMAHA FACTORY RACING TEAM YZF-R1 R 1'47.781
 4 26 渡辺 一樹 ヨシムラスズキMOTUL GSX-R1000L9 R 1'48.356
 5 23 渡辺 一馬 Kawasaki Team GREEN ZX-10RR  1'48.510
 6 12 加賀山 就臣 ヨシムラスズキMOTUL GSX-R1000L9  1'48.742
 7 090 秋吉 耕佑 au・テルル MotoUP RT CBR1000RR SP2  1'48.865
 8 634 水野 涼 MuSASHi RT HARC-PRO.Honda CBR1000RR SP2  1'49.313
 9 64 岩戸 亮介 Kawasaki Team GREEN ZX-10RR  1'50.253
 10 71 津田 拓也 TK SUZUKI BLUE MAX GSX-R1000  1'50.336
 11 75 前田 恵助 YAMALUBE RACING TEAM YZF-R1  1'50.463
 12 15 Zaqhwan Zaidi Honda Asia-Dream Racing with SHOWA CBR1000RR SP2  1'50.692
 13 18 津田 一磨 Team Baby Face YZF-R1  1'50.786
 14 19 濱原 颯道 Honda Dream RT 桜井ホンダ CBR1000RR SP2  1'50.836
 15 3 M. A. AITCHISON KRP三陽工業&RS-ITOH ZX-10RR  1'51.674
 16 36 今野 由寛 Moto Map SUPPLY GSX-R1000R  1'51.697
 17 35 亀井 雄大 Honda Suzuka Racing Team CBR1000RR SP2  1'51.771
 18 46 星野 知也 TONE RT SYNCEDGE4413 S1000RR  1'51.872
 19 44 関口 太郎 Team ATJ CBR1000RR SP2  1'51.879
 20 080 羽田 太河 au・テルル MotoUP RT CBR1000RR SP2  1'51.900
 21 87 柳川 明 will-raise racingRS-ITOH ZX-10RR  1'52.189
 22 85 中冨 伸一 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R1  1'52.407
 23 27 柴田 義将 NIPPON SUMATRA BIO MASSE+D3 YZF-R1  1'53.602
 24 22 児玉 勇太 TEAM KODAMA YZF-R1  1'54.042
 25 76 豊田 浩史 NIPPON SUMATRA BIO MASSE+D1 YZF-R1  1'54.698
 26 30 須貝 義行 チームスガイレーシングジャパン RSV4 RF  1'55.020
 27 79 髙橋 勇輝 HondaブルーヘルメットMSC CBR1000RR  1'56.329
 以上予選通過車両: 
参加台数 32 台／出走台数 32 台
※"R"マークの車は、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイムは  1'48.460
予選通過基準タイム （ 108 % ）  1'55.693

公式予選結果
●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走32台
●決勝[Race2]スタート進行／14:30（23周）

 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 1 岡本 裕生 51ガレージニトロレーシング YZF-R6 R  1'53.866
 2 50 長尾 健吾 NCXXRACING&善光会 TEAMけんけん YZF-R6 R  1'54.027
 3 6 南本 宗一郎 AKENO SPEED・YAMAHA YZF-R6 R  1'54.143
 4 230 小山 知良 日本郵便 HondaDream TP CBR600RR R  1'54.352
 5 40 菅原 陸 保険職人GBSレーシングYAMAHA YZF-R6  1'54.745
 6 55 國峰 啄磨 日本郵便 HondaDream TP CBR600RR  1'54.792
 7 45 長尾 健史 TEAMけんけん with BEE YZF-R6  1'54.807
 8 54 荒川 晃大 MOTO BUM HONDA CBR600RR  1'54.858
 9 57 奥田 教介 Team MF &  Kawasaki ZX-6R  1'54.910
 10 39 和田 留佳 will-raise racingRS-ITOH ZX-6R  1'55.005
 11 41 田所 隼 Honda Suzuka Racing Team CBR600RR  1'55.030
 12 25 日浦 大治朗 Honda Suzuka Racing Team CBR600RR  1'55.040
 13 12 古山 颯太 伊藤レーシングBORG カスタム YZF-R6  1'55.167
 14 97 佐野 優人 BATTLE FACTORY CBR600RR  1'55.173
 15 17 仲村 優佑 AKENO SPEED・YAMAHA YZF-R6  1'55.212
 16 71 上原 大輝 SDG Mistresa RT HARC-PRO. CBR600RR  1'55.449
 17 96 Stefan Hill TEAM VITAL SPIRIT YZF-R6  1'55.464
 18 13 杉山 優輝 MOTO BUM HONDA CBR600RR  1'55.623
 19 51 関野 海斗 51ガレージニトロレーシング YZF-R6  1'55.716
 20 48 横山 尚太 ガレージL8 Racing Team YZF-R6  1'55.817
 21 64 伊達 悠太 BATTLE FACTORY & KIMA Racing CBR600RR  1'55.825
 22 090 斉藤 魁 au・テルル MotoUP RT CBR600RR  1'55.850
 23 69 中村 竜也 RS-ITOH&AUTOBOY ZX-6R  1'55.894
 24 44 平野 ルナ TransMapRacing with ACE CAFE YZF-R6  1'56.143
 25 98 佐野 勝人 チーム阪神ライディングスクール ZX-6R  1'56.241
 26 26 小山 葵 AKENO SPEED YZF-R6  1'56.242
 27 43 砂泊 孝太 TEAM PLUSONE YZF-R6  1'56.245
 28 340 岡村 光矩 KRP三陽工業&RS-ITOH ZX-6R  1'56.245
 29 22 中山 耀介 TEAM SHOTA YZF-R6  1'56.335
 30 47 鈴木 光来 ENDLESS TEAM SHANTI CBR600RR  1'56.623
 31 32 長嶋 修一 大道建設モトアルファ YZF-R6  1'56.789
 32 28 松川 泰宏 MOTO BUM HONDA+SAI CBR600RR  1'56.946
 33 37 長谷川 修大 Honda Suzuka Racing Team CBR600RR  1'57.253
 34 46 中島 元気 Honda浜友会浜松エスカルゴ CBR600RR  1'57.565
 35 88 名越 公助 TEAM PLUSONE with TARO YZFーR6  1'57.579
 36 52 鈴木 孝志 51ガレージ ケイマックスレーシング YZF-R6  1'57.645
 37 420 亀井 駿 日本郵便 HondaDream TP CBR600RR  1'57.762
 38 74 宮脇 寿郎 ファイヤーワークス&保険職人ライダーズパーティ ZX-6R  1'57.826
 39 53 家根谷 大晟 Team MF & Kawasaki ZX-6R  1'57.871
 40 33 櫻井 賢一 MOTO BUM CBR600RR  1'57.991
 以上予選通過車両:
 41 99 辻本 範行 TEAM VITAL SPIRIT YZF-R6  1'58.182
 42 81 矢田 栄一朗 Y3 YZF-R6  1'58.209
 43 11 渡辺 海志郎 DOGFIGHTRACING SpeedHeart WTP YZF-R6  1'59.662
 44 77 倉山 寿生 Honda向陽会ドリームレーシングチーム CBR600RR  2'01.349
  14 行村 和樹 Kohara  Racing Team CBR600RR 出走せず
  36 丹羽 貴大 伊藤レーシングBORG カスタム YZF-R6 出走せず

参加台数 46 台／出走台数 44 台
※"R"マークの車は、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイムは  1'54.634
予選通過基準タイム （ 108 % ）  2'03.132

●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走44台
●決勝スタート／15:55（18周）
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●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走27台
●決勝スタート／10:40（20周）

 Pos No. Cls. Name Team Machine BestTime

 1 18  安村 武志 犬の乳酸菌.jp/プリミティブRT PRCS3d  2'01.788
 2 14  中山 愛理 TEAM SHOTA NSF250R  2'01.871
 3 88  福嶋 佑斗 Team Plusone +f NSF250R  2'01.892
 4 13  岡崎 静夏 Kohara  Racing Team NSF250R  2'02.042
 5 36  長谷川 聖 CLUB Y's NSF250R  2'02.358
 6 11  鈴木 大空翔 BATTLE FACTORY NSF250R  2'02.493
 7 37  五十嵐 翔希 ライダーズサロン横浜 NSF250R  2'02.840
 8 71  成田 彬人 Team P.MU 7C MIKUNI NSF250R  2'02.883
 9 5  藤井 謙汰 Kohara  Racing Team NSF250R  2'02.893
 10 20  高杉 奈緒子 41PLANNING RC250R  2'02.938
 11 392  村瀬 健琉 ミクニ テリー&カリー NSF250R  2'02.978
 12 52 S 藤田 哲弥 TEAM MASSA-R NSF250R  2'03.112
 13 34  細谷 翼 Team SRS-Moto NSF250R  2'03.166
 14 9  山本 恭裕 チームライフ・ドリーム北九州 NSF250R  2'03.207
 15 15  野澤 秀典 ノザワレーシングファミリー NSF250R  2'03.514
 16 46  岡田 義治 TEAM PLUSONE ヨシハルジャパン NSF250R  2'03.565
 17 51 S 坂東 遼翼 team hiro'ck & HARC NSF250R  2'03.765
 18 29  Senna Agius MIE Racing NSF250R  2'04.140
 19 81  Harrison Voight K1 Racing&T.ヨシハル NSF250R  2'04.177
 20 32  三好 菜摘 RG NIWA with オーテック・スズカ NSF250R  2'04.411
 21 47  川瀬 啓一郎 club NEXT & KOHSAKA TSR3  2'04.470
 22 17  太田 虎之進 WJ-FACTORY NSF250R  2'04.871
 23 16  白石 玲菜 Dreamline Plusone NSF250R  2'05.280
 24 44  小沢 良美 Obrigada!RTwithコーダ!! NSF250R  2'05.423
 25 21  村田 憲彦 CLUB Y's NSF250R  2'05.488
 26 39  大澤 恒貴 team hirock & HARC NSF250R  2'05.982
 27 72  岩田 吉正 BATTLE FACTORY NSF250R  2'06.207
 以上予選通過車両:
 ※S=特別参加枠対象ライダー
 参加台数 27 台／ 出走台数 27 台
 予選通過基準タイム （ 108 % ）  2'11.598

●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走9台
●決勝スタート／13:05（22周）

 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 634 名越 哲平 MuSASHi RT HARC-PRO. HP6-q  1'53.261
 2 392 尾野 弘樹 ミクニ テリー&カリー GSX-R600  1'53.670
 3 70 岩﨑 哲朗 OGURA CLUTH with RIDE IN ZX-6R  1'54.176
 4 4 作本 輝介 Team 髙武 RSC MD600  1'54.204
 5 22 小谷 咲斗 TEAM PLUSONE with TARO HP6-q  1'54.247
 6 71 榎戸 育寛 SDG Mistresa RT HARC-PRO. HP6-q  1'54.545
 7 36 徳留 真紀 マルマエMTR HP6  1'56.575
 8 18 豊島 怜 SpeedHeart DOGFIGHTR YAMAHA YZF-R6  1'57.623
 9 19 井手 翔太 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R6  1'58.089
 以上予選通過車両:    
 参加台数 9 台／出走台数 9 台
予選通過基準タイム （ 108 % ）  2'02.798
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INFORMATION

全日本ロードレース選手権、全日本モトクロス選手権をダイジェスト編集。
モーターサイクルスポーツバラエティ「tv.motoちゃんねる」として全国無料放送のBS12
で放映！！

パワーアップして全国無料放送！！ 全日本ロードレース選手権全戦・全クラス（JSB1000/J-GP2/ST600/J-GP3 & MFJ
カップJP250）の予選・決勝をライブ配信！  迫力ある映像をお届けします。 
※通信環境によりディレイ配信となる場合もあります

インターネットライブ中継&動画配信も充実！！

Text & Photo : Toshihiro Sato & SUPERBIKE.JP  / Photo :  H. Wakita & T. Sato  / Issued by SUPERBIKE.JP ©2019 

JSB1000[Race2]　公式予選 セカンドラップタイム 正式結果表

☆詳しくはBS12（トゥエルビ） http://www.twellv.co.jp/

●放映予定
■放送：毎月最終土曜日21:30～22:00　（月1回、3月～12月予定）

YouTube「MFJ SUPERBIKEオフィシャルチャンネル」では、 
予選・決勝直後のライダーインタビューを中心に、全日本ロード
レースの迫力を動画にて配信!
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栗原佳祐

榎戸育寛

名越哲平が2度目のポールポジション獲得！！
「チャンピオンは絶対条件。勝てるチャンスは必ず活かす！」

『目標としては52秒台だったんですけど、チームと色々
調整を進めて行って、ウィーク2日間の練習走行でも良
い感触はありました。だから、まずは今この場所にいら
れることにホッとしています。去年の雨の開幕戦では、
ポールポジションを獲れているんですね。でも自分のミ
スで結局リタイアに終わってしまっているので、大切な
のは決勝レースだということだと、自分を落ち着かせな
がら、レースをきっちりと優勝できるように取り組みま
す。22周と長いですが、自分自身の集中力を切らさずに
走りができれば、優勝は見えて来ると思っています』

ポールポジション : 1'53.261
#634　名越哲平
MuSASHi RT HARC-PRO.

今シーズンが最後のシリーズということもあり、今回の
エントリーが９台となったJ-GP2クラス。35分のセッショ
ンで1分53秒850で序盤からトップに立ったのは名越
哲平。尾野弘樹が54秒048で続き、練習走行でタイム
を出していた2台がここでも競り合う形に。3番手には54
秒204で作本輝介。

セッションの後半に名越は53秒261までタイムを更
新し、そのまま昨年開幕戦以来の2度目となるポールポ

ジションを決めた。尾野も53秒670にタイムアップ、５３
秒台はこの２名のみ。3番手には岩崎哲朗が終盤に54
秒176をマークし、作本を逆転してポジションを上げた。
1'54.247で小谷咲斗、1'54.545で榎戸育寛が続く。
目標の５２秒台には届かなかったが、決勝に向けて

は、テストから非常に良い感触があるという名越。集中
力を切らさず、勝ちにこだわりたいという、その走りとライ
バルたちとのレース展開に期待しよう。

岡本裕生が唯一の53秒台でポールポジション !
「タイムをさらに上げ、逃げるスタイルを貫き通す！」

『転んでしまったので、マイナス80点くらいですね（笑）。身体
のダメージはまったくありません。マシンも軽傷で問題はな
いと思います。予選ではクリアラップのために後ろの方から
出て行く事にしたんですが、それでもなかなかクリアラップ
が取れない中で出したタイムが、結局今日のタイムになって
しまいました。目標は53秒前半でしたので、コンマ5秒くらい
はまだ足りない感じですね。マシンは木曜にシェイクダウン
したばかりですが、それでも去年のベストから1秒近く上
回っていますので、決勝はこのままいけば手応えはありま
す。小山さんは必ず来ると思いますが、しっかりと自分のスタ
イルを突き通せばいいかなと思ってます』

ポールポジション : 1'53.866
#1　岡本裕生
51ガレージニトロレーシング

土曜日最後の予選となったST600クラスは、序盤
トップにいた荒川晃大、南本宗一郎、長尾健史ら上
位陣に、#1を付ける岡本裕生が割って入り、各ライ
ダーも続 と々54秒台にタイムを上げてきた。その中で
長尾健吾が1分54秒027でトップに浮上、南本が54
秒143、岡本が54秒338で続く。
セッション中盤に入ると岡本が遂に53秒866と唯

一53秒台に入れてトップを奪う展開に。小山知良も
54秒791、続いて國峰啄磨も54秒792で4・5位とな

る。終盤に入っても大きく順位は変わらなかったが、
今季からST600にスイッチした菅原陸が54秒745
で5番手にポジションをアップ。小山も54秒352まで
上げて4番手をキープ。
ところが、残り10分を切る頃に、最後のアタックに

臨むべくピットを離れた岡本が90度コーナーで転倒
するアクシデント。しかし、岡本のタイムを更新するラ
イダーは現れず、そのままポールポジションを獲得し
た。決勝レースには転倒の影響はないということだ。

ST600 Supported by BRIDGESTONE

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

安村武志、大逆転でクラス初ポールポジション！
「この歳でもまだ勝てそうな気がする。その想いで決勝に臨む」

『セッションの最終ラップに裏ストレートで他車のスリッ
プに付く事ができて、ラッキーにもこのタイムが出せまし
た。GP3では初ポールなので、チームやスポンサー、その
他の大勢の皆さんに感謝しかありません。決勝レースは
20周と長丁場なので、出来れば先行逃げ切りといきた
いところですが、そこまでの余力は（自分には）なさそうな
ので…。自分の中でまだまだ“勝てる”と思っているから、
この歳（48）でもまだ続けています。だから今回のポール
ポジションはとてもうれしいし、決勝レースでは、とにか
く全力を尽くします！！』

ポールポジション : 2'01.788
#18　安村武志
犬の乳酸菌.jp/プリミティブRT

快晴に恵まれたツインリンクもてぎ。全日本開幕戦
に相応しい気候の中で、最初のJ-GP3クラスの公式
予選が始まった。

35分のセッション、当初は練習走行から好調の中
山愛理、岡崎静夏、鈴木大空翔、安村武志らが2分
02秒台で上位に付ける展開。その中で岡崎が02秒
042をマークしてセッション序盤のトップに立つ。

再び動きのあったのは終盤に入る頃、福嶋佑斗が

02秒196をマークして2番手に浮上するが、中山も
02秒119とこれを再び逆転、岡崎、中山、福嶋がトッ
プ3でセッションは残り5分の最終盤に。中山が02秒
028でトップに立つが、福嶋が遂に01秒892と01秒
台に入れてトップを奪う。しかし、アタックを続ける中
山がベストを更新し01秒台に突入。最終周に01秒
871をマークして再びトップに浮上。そこへ安村が01
秒788をマークしてトップに躍り出たのだった。

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

名越哲平
安村武志

岡本裕生

 Pos No Cls. Rider Team RaceTime
 1 20 I 1 笠井 悠太 TEAM TEC.2 22'25.606
 2 37 I 2 中村 龍之介 ENDLESS TEAM SHANTI 22'26.350
 3 35 N 1 佐々木 將旭 Team KYOEI GO&FUN 22'27.643
 4 33 I 3 永島 潤太郎 チームライフ・ドリーム北九州 22'27.703
 5 56 N 2 櫻井 芽依 キジマKISSレーシングチーム 22'37.616
 6 49 N 3 松岡 玲 キジマKISSレーシングチーム 22'37.694
 7 31 N 4 富田 一輝 ATJ-Racing &NMC 22'37.809
 8 22 N 5 岡部 怜 Team i-FACTORY 22'47.641
 9 3 I 4 谷本 音虹郎 speedheart DOGFIGHTR YAMAHA 22'47.858
 10 27 I 5 石井 千優 TONE RT 千葉北ポケバイコース+N-PLAN  22'47.982

●4月6日（土）予選・決勝　天候／晴   路面／ドライ　出走30台

決勝正式結果（10周／上位10位）

 Pos No  Rider Team  

 1 1  中須賀 克行 YAMAHA FACTORY RACING TEAM
 2 13  高橋 巧 Team HRC
 3 4  野左根 航汰 YAMAHA FACTORY RACING TEAM
 4 26  渡辺 一樹 ヨシムラスズキMOTUL
 5 23  渡辺 一馬 Kawasaki Team GREEN
 6 634  水野 涼 MuSASHi RT HARC-PRO.Honda
 7 090  秋吉 耕佑 au・テルル MotoUP RT
 8 12  加賀山 就臣 ヨシムラスズキMOTUL
 9 15  Zaqhwan Zaidi Honda Asia-Dream Racing with SHOWA
 10 64  岩戸 亮介 Kawasaki Team GREEN
 11 75  前田 恵助 YAMALUBE RACING TEAM
 12 71  津田 拓也 TK SUZUKI BLUE MAX
 13 19 8h 濱原 颯道 Honda Dream RT 桜井ホンダ
 14 18  津田 一磨 Team Baby Face
 15 46 8h 星野 知也 TONE RT SYNCEDGE4413
 16 44  関口 太郎 Team ATJ
 17 3 8h Mark Aitchison KRP三陽工業&RS-ITOH
 18 35 8h 亀井 雄大 Honda Suzuka Racing Team
 19 36  今野 由寛 Moto Map SUPPLY
 20 27 8h 柴田 義将 NIPPON SUMATRA BIO MASSE+D3
 21 22 8h 児玉 勇太 TEAM KODAMA
 22 30 8h 須貝 義行 チームスガイレーシングジャパン
 23 76 8h 豊田 浩史 NIPPON SUMATRA BIO MASSE+D1
 24 85 8h 中冨 伸一 HiTMAN RC甲子園ヤマハ
 25 79 8h 髙橋 勇輝 HondaブルーヘルメットMSC
 以上規定周回数完走 : 
  080  羽田 太河 au・テルル MotoUP RT
  87 8h 柳川 明 will-raise racingRS-ITOH

※8h=2018-2019鈴鹿8耐トライアウト対象者
※参加台数 32 台／出走台数 27 台
※"R"マークの車は、コースレコードを更新しました。
　従来のレコードタイムは  1'48.460
※BEST TIME
　No.13  高橋 巧   Team HRC    1'47.849   17/23   160.27km/h
※規定周回数 17

●予選・決勝：天候／晴   路面／ドライ
●決勝[Race1]／4月6日（土）13:40～（23周）

JSB1000 決勝  [Race1] 正式結果表

レース1ポールポジション : R  1'46.878
レース2ポールポジション : R  1'47.047
#1　中須賀克行
YAMAHA FACTORY RACING TEAM

『レース1では、公式予選のときより路面温度と風向きが
変わったからかグリップ感がなく1コーナーで止まれて
も、3コーナーでうまく止まることができずリズム作りづら
い状況でした。その中で1分48秒台前半で走っていまし
たが、高橋選手が仕掛けてこなかったので、同じような状
況なんだと思い、一度前に出られたのですが、すぐに抜
き返してトップを走ることを選択しました。事前テストで
は、高橋選手が驚異的なアベレージスピードで走ってい
たので、その時点では、コンマ3、4秒遅れていたので恐ら
く5秒遅れでゴールという状況でした。そこからチームも
頑張ってくれたのでレースウイークでアベレージも上
がってきました。接戦になると思っていたので、勝つこと
ができてうれしいです』

2019 MFJカップJP250選手権 第1戦もてぎの
決勝レースは、予選2番手の吉澤隆がホールショット
を奪うものの、その後に続くポールポジションの笠井
悠太がトップを奪ってオープニングラップを終了。

10周のレース序盤からトップ笠井と中村龍之介、
佐 木々將旭、吉澤、永島潤太郎の5台が周回ごとに
順位を入れ替えながら激しく続いた。笠井はポール
toウィンで緒戦を飾った。

笠井悠太（INT）、
佐々木將旭（NAT）が優勝!!

Presented by 
DUNLOP

（写真：インタークラス表彰台）
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CHAMPIONSHIP

2019 MFJ
ALL JAPAN
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SUPERBIKE1

栗原佳祐

榎戸育寛

名越哲平が2度目のポールポジション獲得！！
「チャンピオンは絶対条件。勝てるチャンスは必ず活かす！」

『目標としては52秒台だったんですけど、チームと色々
調整を進めて行って、ウィーク2日間の練習走行でも良
い感触はありました。だから、まずは今この場所にいら
れることにホッとしています。去年の雨の開幕戦では、
ポールポジションを獲れているんですね。でも自分のミ
スで結局リタイアに終わってしまっているので、大切な
のは決勝レースだということだと、自分を落ち着かせな
がら、レースをきっちりと優勝できるように取り組みま
す。22周と長いですが、自分自身の集中力を切らさずに
走りができれば、優勝は見えて来ると思っています』

ポールポジション : 1'53.261
#634　名越哲平
MuSASHi RT HARC-PRO.

今シーズンが最後のシリーズということもあり、今回の
エントリーが９台となったJ-GP2クラス。35分のセッショ
ンで1分53秒850で序盤からトップに立ったのは名越
哲平。尾野弘樹が54秒048で続き、練習走行でタイム
を出していた2台がここでも競り合う形に。3番手には54
秒204で作本輝介。

セッションの後半に名越は53秒261までタイムを更
新し、そのまま昨年開幕戦以来の2度目となるポールポ

ジションを決めた。尾野も53秒670にタイムアップ、５３
秒台はこの２名のみ。3番手には岩崎哲朗が終盤に54
秒176をマークし、作本を逆転してポジションを上げた。
1'54.247で小谷咲斗、1'54.545で榎戸育寛が続く。
目標の５２秒台には届かなかったが、決勝に向けて

は、テストから非常に良い感触があるという名越。集中
力を切らさず、勝ちにこだわりたいという、その走りとライ
バルたちとのレース展開に期待しよう。

岡本裕生が唯一の53秒台でポールポジション !
「タイムをさらに上げ、逃げるスタイルを貫き通す！」

『転んでしまったので、マイナス80点くらいですね（笑）。身体
のダメージはまったくありません。マシンも軽傷で問題はな
いと思います。予選ではクリアラップのために後ろの方から
出て行く事にしたんですが、それでもなかなかクリアラップ
が取れない中で出したタイムが、結局今日のタイムになって
しまいました。目標は53秒前半でしたので、コンマ5秒くらい
はまだ足りない感じですね。マシンは木曜にシェイクダウン
したばかりですが、それでも去年のベストから1秒近く上
回っていますので、決勝はこのままいけば手応えはありま
す。小山さんは必ず来ると思いますが、しっかりと自分のスタ
イルを突き通せばいいかなと思ってます』

ポールポジション : 1'53.866
#1　岡本裕生
51ガレージニトロレーシング

土曜日最後の予選となったST600クラスは、序盤
トップにいた荒川晃大、南本宗一郎、長尾健史ら上
位陣に、#1を付ける岡本裕生が割って入り、各ライ
ダーも続 と々54秒台にタイムを上げてきた。その中で
長尾健吾が1分54秒027でトップに浮上、南本が54
秒143、岡本が54秒338で続く。
セッション中盤に入ると岡本が遂に53秒866と唯

一53秒台に入れてトップを奪う展開に。小山知良も
54秒791、続いて國峰啄磨も54秒792で4・5位とな

る。終盤に入っても大きく順位は変わらなかったが、
今季からST600にスイッチした菅原陸が54秒745
で5番手にポジションをアップ。小山も54秒352まで
上げて4番手をキープ。
ところが、残り10分を切る頃に、最後のアタックに

臨むべくピットを離れた岡本が90度コーナーで転倒
するアクシデント。しかし、岡本のタイムを更新するラ
イダーは現れず、そのままポールポジションを獲得し
た。決勝レースには転倒の影響はないということだ。

ST600 Supported by BRIDGESTONE

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

安村武志、大逆転でクラス初ポールポジション！
「この歳でもまだ勝てそうな気がする。その想いで決勝に臨む」

『セッションの最終ラップに裏ストレートで他車のスリッ
プに付く事ができて、ラッキーにもこのタイムが出せまし
た。GP3では初ポールなので、チームやスポンサー、その
他の大勢の皆さんに感謝しかありません。決勝レースは
20周と長丁場なので、出来れば先行逃げ切りといきた
いところですが、そこまでの余力は（自分には）なさそうな
ので…。自分の中でまだまだ“勝てる”と思っているから、
この歳（48）でもまだ続けています。だから今回のポール
ポジションはとてもうれしいし、決勝レースでは、とにか
く全力を尽くします！！』

ポールポジション : 2'01.788
#18　安村武志
犬の乳酸菌.jp/プリミティブRT

快晴に恵まれたツインリンクもてぎ。全日本開幕戦
に相応しい気候の中で、最初のJ-GP3クラスの公式
予選が始まった。

35分のセッション、当初は練習走行から好調の中
山愛理、岡崎静夏、鈴木大空翔、安村武志らが2分
02秒台で上位に付ける展開。その中で岡崎が02秒
042をマークしてセッション序盤のトップに立つ。

再び動きのあったのは終盤に入る頃、福嶋佑斗が

02秒196をマークして2番手に浮上するが、中山も
02秒119とこれを再び逆転、岡崎、中山、福嶋がトッ
プ3でセッションは残り5分の最終盤に。中山が02秒
028でトップに立つが、福嶋が遂に01秒892と01秒
台に入れてトップを奪う。しかし、アタックを続ける中
山がベストを更新し01秒台に突入。最終周に01秒
871をマークして再びトップに浮上。そこへ安村が01
秒788をマークしてトップに躍り出たのだった。

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

REPORT & INTERVIEW
QUALIFYING PRACTICE

名越哲平
安村武志

岡本裕生

 Pos No Cls. Rider Team RaceTime
 1 20 I 1 笠井 悠太 TEAM TEC.2 22'25.606
 2 37 I 2 中村 龍之介 ENDLESS TEAM SHANTI 22'26.350
 3 35 N 1 佐々木 將旭 Team KYOEI GO&FUN 22'27.643
 4 33 I 3 永島 潤太郎 チームライフ・ドリーム北九州 22'27.703
 5 56 N 2 櫻井 芽依 キジマKISSレーシングチーム 22'37.616
 6 49 N 3 松岡 玲 キジマKISSレーシングチーム 22'37.694
 7 31 N 4 富田 一輝 ATJ-Racing &NMC 22'37.809
 8 22 N 5 岡部 怜 Team i-FACTORY 22'47.641
 9 3 I 4 谷本 音虹郎 speedheart DOGFIGHTR YAMAHA 22'47.858
 10 27 I 5 石井 千優 TONE RT 千葉北ポケバイコース+N-PLAN  22'47.982

●4月6日（土）予選・決勝　天候／晴   路面／ドライ　出走30台

決勝正式結果（10周／上位10位）

 Pos No  Rider Team  

 1 1  中須賀 克行 YAMAHA FACTORY RACING TEAM
 2 13  高橋 巧 Team HRC
 3 4  野左根 航汰 YAMAHA FACTORY RACING TEAM
 4 26  渡辺 一樹 ヨシムラスズキMOTUL
 5 23  渡辺 一馬 Kawasaki Team GREEN
 6 634  水野 涼 MuSASHi RT HARC-PRO.Honda
 7 090  秋吉 耕佑 au・テルル MotoUP RT
 8 12  加賀山 就臣 ヨシムラスズキMOTUL
 9 15  Zaqhwan Zaidi Honda Asia-Dream Racing with SHOWA
 10 64  岩戸 亮介 Kawasaki Team GREEN
 11 75  前田 恵助 YAMALUBE RACING TEAM
 12 71  津田 拓也 TK SUZUKI BLUE MAX
 13 19 8h 濱原 颯道 Honda Dream RT 桜井ホンダ
 14 18  津田 一磨 Team Baby Face
 15 46 8h 星野 知也 TONE RT SYNCEDGE4413
 16 44  関口 太郎 Team ATJ
 17 3 8h Mark Aitchison KRP三陽工業&RS-ITOH
 18 35 8h 亀井 雄大 Honda Suzuka Racing Team
 19 36  今野 由寛 Moto Map SUPPLY
 20 27 8h 柴田 義将 NIPPON SUMATRA BIO MASSE+D3
 21 22 8h 児玉 勇太 TEAM KODAMA
 22 30 8h 須貝 義行 チームスガイレーシングジャパン
 23 76 8h 豊田 浩史 NIPPON SUMATRA BIO MASSE+D1
 24 85 8h 中冨 伸一 HiTMAN RC甲子園ヤマハ
 25 79 8h 髙橋 勇輝 HondaブルーヘルメットMSC
 以上規定周回数完走 : 
  080  羽田 太河 au・テルル MotoUP RT
  87 8h 柳川 明 will-raise racingRS-ITOH

※8h=2018-2019鈴鹿8耐トライアウト対象者
※参加台数 32 台／出走台数 27 台
※"R"マークの車は、コースレコードを更新しました。
　従来のレコードタイムは  1'48.460
※BEST TIME
　No.13  高橋 巧   Team HRC    1'47.849   17/23   160.27km/h
※規定周回数 17

●予選・決勝：天候／晴   路面／ドライ
●決勝[Race1]／4月6日（土）13:40～（23周）

JSB1000 決勝  [Race1] 正式結果表

レース1ポールポジション : R  1'46.878
レース2ポールポジション : R  1'47.047
#1　中須賀克行
YAMAHA FACTORY RACING TEAM

『レース1では、公式予選のときより路面温度と風向きが
変わったからかグリップ感がなく1コーナーで止まれて
も、3コーナーでうまく止まることができずリズム作りづら
い状況でした。その中で1分48秒台前半で走っていまし
たが、高橋選手が仕掛けてこなかったので、同じような状
況なんだと思い、一度前に出られたのですが、すぐに抜
き返してトップを走ることを選択しました。事前テストで
は、高橋選手が驚異的なアベレージスピードで走ってい
たので、その時点では、コンマ3、4秒遅れていたので恐ら
く5秒遅れでゴールという状況でした。そこからチームも
頑張ってくれたのでレースウイークでアベレージも上
がってきました。接戦になると思っていたので、勝つこと
ができてうれしいです』

2019 MFJカップJP250選手権 第1戦もてぎの
決勝レースは、予選2番手の吉澤隆がホールショット
を奪うものの、その後に続くポールポジションの笠井
悠太がトップを奪ってオープニングラップを終了。

10周のレース序盤からトップ笠井と中村龍之介、
佐 木々將旭、吉澤、永島潤太郎の5台が周回ごとに
順位を入れ替えながら激しく続いた。笠井はポール
toウィンで緒戦を飾った。

笠井悠太（INT）、
佐々木將旭（NAT）が優勝!!

Presented by 
DUNLOP

（写真：インタークラス表彰台）
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今年もツインリンクもてぎで開幕戦を迎えた全日
本ロードレース選手権。3月27日（水）から行われた
公開テスト、そして木曜日から走り始めたレースウ
イークでセッションをリードしてきた中須賀克行と高
橋巧が公式予選からガチンコ勝負を繰り広げた。

45分間で行われた公式予選では、セッション前
半で中須賀と高橋がランデブーでタイムアタック。
お互いの調子を探り合いながらも2人とも1分47秒
フラットまでタイムを詰めていた。一度ピットインし、
リアタイヤを交換した中須賀は、うまくクリアラップを
取り、何とただ一人1分46秒台に突入！　自身の持
つコースレコードを大幅に塗り替える1分46秒878
をマーク。レース2のグリッドを決めるセカンドタイム
でもトップとなりダブルポールポジションを獲得した。
一方、高橋も両レースとも2番手グリッドを確保し、2
人が抜きん出ている存在となっていた。

23周で争われたレース1。中須賀がポールポジ
ションからホールショットを奪い、渡辺一樹、高橋、
水野涼、加賀山就臣、秋吉耕佑、野左根航汰、渡辺
一馬、津田拓也、津田一磨、岩戸亮介、前田恵助、
羽田太河と続いていた。トップの中須賀は、高橋が
渡辺一樹に引っかかっている間にリードを広げるべ
くペースを上げるが、予選のときより路面温度が上
がっておりスタート時で41度となっていた。その影

響からか、フィーリングが変わっており、思うように
ペースを上げることができない。高橋は、そんな中須
賀を見ながら“それほど離れていかないな”と思い、
冷静に前にいる渡辺一樹を3周目の5コーナーでパ
スし2番手に上がると、その差を詰めて行く。健闘し
ていた渡辺一樹は、徐 に々遅れ、トップ争いは中須
賀と高橋の一騎打ちとなって行く。後方では、出遅
れていた野左根が水野をS字コーナー進入でパス
し4番手に上がってくる。水野の後方には、渡辺一
馬、秋吉が迫って来ていた。
トップ争いは、中須賀のテールに高橋が迫り、3

番手の渡辺一樹の背後には野左根が迫り、6周目
のV字コーナーでインを突き前に出て行く。後方では
渡辺一馬が水野をかわし5番手に浮上していた。

マッチレースとなったトップ争いが動いたのは9
周目だった。S字コーナーの進入でインを奪った高
橋だが、中須賀も負けじと切り返しでかぶせていく
が、コーナー立ち上がりで高橋が前に出て行きトッ
プに浮上する。セカンドアンダーブリッジ過ぎの左
高速コーナー進入で中須賀は、高橋をかわすが、ク
リッピングポイントから切り返しで高橋が前に出て
行きトップでコントロールラインを通過するが、レー
ス1では、高橋がトップでホームストレートを走るの
は、このときが最初で最後だった。中須賀は、2コー

ナーで高橋のインから前に出るとレースをリード。高
橋もピタリと中須賀のテールをマークし、最後のス
パートに備えていた。そして、その予想通り中須賀は
ラストスパートをかける。高橋も呼応し、ペースを上
げ、ファステストラップをマークするが、ラストラップ
に1分47秒台に入れた中須賀が、高橋に勝負する
すきを与えずトップでゴール。2019年シーズン最
初のレースを制した。高橋は悔しい2位だが、開幕
前のトレーニング中にケガをした昨年に比べれば、
事前テストからの流れは悪くない。レース2での巻
き返しを誓っていた。

3位には、単独走行となっていた野左根が入り、4
位に渡辺一樹、5位に渡辺一馬、6位に水野、7位に
秋吉、8位に加賀山、9位にザクワン・ザイディ、10
位に岩戸亮介というトップ10となった。

セカンドタイムで決まったレース2のグリッドだが、   
4列目まではレース1と全く同じメンバーとなっている。 
日曜日の天気予報は、やや気温が下がるもののドライコ
ンディションでのレースとなりそうだ。やはりレース2も
中須賀と高橋の戦いになるだろう。事前テストから野
左根と一緒に走りペースアップを計っていた中須賀と
しては、高橋との間に野左根が入ってくれることが理想
だ。野左根が、どこまで2人に迫ることができるか!?　
レース2もハイレベルな戦いになることは間違いない。

中須賀克行が高橋巧との一騎打ちを制し先勝！
予選では1分46秒台の驚異的なタイムでWポール

REPORT & INTERVIEWQUALIFYING PRACTICE
 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 1 中須賀 克行 YAMAHA FACTORY RACING TEAM YZF-R1 R 1'47.047
 2 13 高橋 巧 Team HRC CBR1000RR SP2 R 1'47.072
 3 4 野左根 航汰 YAMAHA FACTORY RACING TEAM YZF-R1 R 1'47.781
 4 26 渡辺 一樹 ヨシムラスズキMOTUL GSX-R1000L9 R 1'48.356
 5 23 渡辺 一馬 Kawasaki Team GREEN ZX-10RR  1'48.510
 6 12 加賀山 就臣 ヨシムラスズキMOTUL GSX-R1000L9  1'48.742
 7 090 秋吉 耕佑 au・テルル MotoUP RT CBR1000RR SP2  1'48.865
 8 634 水野 涼 MuSASHi RT HARC-PRO.Honda CBR1000RR SP2  1'49.313
 9 64 岩戸 亮介 Kawasaki Team GREEN ZX-10RR  1'50.253
 10 71 津田 拓也 TK SUZUKI BLUE MAX GSX-R1000  1'50.336
 11 75 前田 恵助 YAMALUBE RACING TEAM YZF-R1  1'50.463
 12 15 Zaqhwan Zaidi Honda Asia-Dream Racing with SHOWA CBR1000RR SP2  1'50.692
 13 18 津田 一磨 Team Baby Face YZF-R1  1'50.786
 14 19 濱原 颯道 Honda Dream RT 桜井ホンダ CBR1000RR SP2  1'50.836
 15 3 M. A. AITCHISON KRP三陽工業&RS-ITOH ZX-10RR  1'51.674
 16 36 今野 由寛 Moto Map SUPPLY GSX-R1000R  1'51.697
 17 35 亀井 雄大 Honda Suzuka Racing Team CBR1000RR SP2  1'51.771
 18 46 星野 知也 TONE RT SYNCEDGE4413 S1000RR  1'51.872
 19 44 関口 太郎 Team ATJ CBR1000RR SP2  1'51.879
 20 080 羽田 太河 au・テルル MotoUP RT CBR1000RR SP2  1'51.900
 21 87 柳川 明 will-raise racingRS-ITOH ZX-10RR  1'52.189
 22 85 中冨 伸一 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R1  1'52.407
 23 27 柴田 義将 NIPPON SUMATRA BIO MASSE+D3 YZF-R1  1'53.602
 24 22 児玉 勇太 TEAM KODAMA YZF-R1  1'54.042
 25 76 豊田 浩史 NIPPON SUMATRA BIO MASSE+D1 YZF-R1  1'54.698
 26 30 須貝 義行 チームスガイレーシングジャパン RSV4 RF  1'55.020
 27 79 髙橋 勇輝 HondaブルーヘルメットMSC CBR1000RR  1'56.329
 以上予選通過車両: 
参加台数 32 台／出走台数 32 台
※"R"マークの車は、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイムは  1'48.460
予選通過基準タイム （ 108 % ）  1'55.693

公式予選結果
●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走32台
●決勝[Race2]スタート進行／14:30（23周）

 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 1 岡本 裕生 51ガレージニトロレーシング YZF-R6 R  1'53.866
 2 50 長尾 健吾 NCXXRACING&善光会 TEAMけんけん YZF-R6 R  1'54.027
 3 6 南本 宗一郎 AKENO SPEED・YAMAHA YZF-R6 R  1'54.143
 4 230 小山 知良 日本郵便 HondaDream TP CBR600RR R  1'54.352
 5 40 菅原 陸 保険職人GBSレーシングYAMAHA YZF-R6  1'54.745
 6 55 國峰 啄磨 日本郵便 HondaDream TP CBR600RR  1'54.792
 7 45 長尾 健史 TEAMけんけん with BEE YZF-R6  1'54.807
 8 54 荒川 晃大 MOTO BUM HONDA CBR600RR  1'54.858
 9 57 奥田 教介 Team MF &  Kawasaki ZX-6R  1'54.910
 10 39 和田 留佳 will-raise racingRS-ITOH ZX-6R  1'55.005
 11 41 田所 隼 Honda Suzuka Racing Team CBR600RR  1'55.030
 12 25 日浦 大治朗 Honda Suzuka Racing Team CBR600RR  1'55.040
 13 12 古山 颯太 伊藤レーシングBORG カスタム YZF-R6  1'55.167
 14 97 佐野 優人 BATTLE FACTORY CBR600RR  1'55.173
 15 17 仲村 優佑 AKENO SPEED・YAMAHA YZF-R6  1'55.212
 16 71 上原 大輝 SDG Mistresa RT HARC-PRO. CBR600RR  1'55.449
 17 96 Stefan Hill TEAM VITAL SPIRIT YZF-R6  1'55.464
 18 13 杉山 優輝 MOTO BUM HONDA CBR600RR  1'55.623
 19 51 関野 海斗 51ガレージニトロレーシング YZF-R6  1'55.716
 20 48 横山 尚太 ガレージL8 Racing Team YZF-R6  1'55.817
 21 64 伊達 悠太 BATTLE FACTORY & KIMA Racing CBR600RR  1'55.825
 22 090 斉藤 魁 au・テルル MotoUP RT CBR600RR  1'55.850
 23 69 中村 竜也 RS-ITOH&AUTOBOY ZX-6R  1'55.894
 24 44 平野 ルナ TransMapRacing with ACE CAFE YZF-R6  1'56.143
 25 98 佐野 勝人 チーム阪神ライディングスクール ZX-6R  1'56.241
 26 26 小山 葵 AKENO SPEED YZF-R6  1'56.242
 27 43 砂泊 孝太 TEAM PLUSONE YZF-R6  1'56.245
 28 340 岡村 光矩 KRP三陽工業&RS-ITOH ZX-6R  1'56.245
 29 22 中山 耀介 TEAM SHOTA YZF-R6  1'56.335
 30 47 鈴木 光来 ENDLESS TEAM SHANTI CBR600RR  1'56.623
 31 32 長嶋 修一 大道建設モトアルファ YZF-R6  1'56.789
 32 28 松川 泰宏 MOTO BUM HONDA+SAI CBR600RR  1'56.946
 33 37 長谷川 修大 Honda Suzuka Racing Team CBR600RR  1'57.253
 34 46 中島 元気 Honda浜友会浜松エスカルゴ CBR600RR  1'57.565
 35 88 名越 公助 TEAM PLUSONE with TARO YZFーR6  1'57.579
 36 52 鈴木 孝志 51ガレージ ケイマックスレーシング YZF-R6  1'57.645
 37 420 亀井 駿 日本郵便 HondaDream TP CBR600RR  1'57.762
 38 74 宮脇 寿郎 ファイヤーワークス&保険職人ライダーズパーティ ZX-6R  1'57.826
 39 53 家根谷 大晟 Team MF & Kawasaki ZX-6R  1'57.871
 40 33 櫻井 賢一 MOTO BUM CBR600RR  1'57.991
 以上予選通過車両:
 41 99 辻本 範行 TEAM VITAL SPIRIT YZF-R6  1'58.182
 42 81 矢田 栄一朗 Y3 YZF-R6  1'58.209
 43 11 渡辺 海志郎 DOGFIGHTRACING SpeedHeart WTP YZF-R6  1'59.662
 44 77 倉山 寿生 Honda向陽会ドリームレーシングチーム CBR600RR  2'01.349
  14 行村 和樹 Kohara  Racing Team CBR600RR 出走せず
  36 丹羽 貴大 伊藤レーシングBORG カスタム YZF-R6 出走せず

参加台数 46 台／出走台数 44 台
※"R"マークの車は、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイムは  1'54.634
予選通過基準タイム （ 108 % ）  2'03.132

●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走44台
●決勝スタート／15:55（18周）

MFJ Superbike Round 1  SUPERBIKE RACE in MOTEGI   6 - 7 April 2018

Supported  by 
BRIDGESTONE

●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走27台
●決勝スタート／10:40（20周）

 Pos No. Cls. Name Team Machine BestTime

 1 18  安村 武志 犬の乳酸菌.jp/プリミティブRT PRCS3d  2'01.788
 2 14  中山 愛理 TEAM SHOTA NSF250R  2'01.871
 3 88  福嶋 佑斗 Team Plusone +f NSF250R  2'01.892
 4 13  岡崎 静夏 Kohara  Racing Team NSF250R  2'02.042
 5 36  長谷川 聖 CLUB Y's NSF250R  2'02.358
 6 11  鈴木 大空翔 BATTLE FACTORY NSF250R  2'02.493
 7 37  五十嵐 翔希 ライダーズサロン横浜 NSF250R  2'02.840
 8 71  成田 彬人 Team P.MU 7C MIKUNI NSF250R  2'02.883
 9 5  藤井 謙汰 Kohara  Racing Team NSF250R  2'02.893
 10 20  高杉 奈緒子 41PLANNING RC250R  2'02.938
 11 392  村瀬 健琉 ミクニ テリー&カリー NSF250R  2'02.978
 12 52 S 藤田 哲弥 TEAM MASSA-R NSF250R  2'03.112
 13 34  細谷 翼 Team SRS-Moto NSF250R  2'03.166
 14 9  山本 恭裕 チームライフ・ドリーム北九州 NSF250R  2'03.207
 15 15  野澤 秀典 ノザワレーシングファミリー NSF250R  2'03.514
 16 46  岡田 義治 TEAM PLUSONE ヨシハルジャパン NSF250R  2'03.565
 17 51 S 坂東 遼翼 team hiro'ck & HARC NSF250R  2'03.765
 18 29  Senna Agius MIE Racing NSF250R  2'04.140
 19 81  Harrison Voight K1 Racing&T.ヨシハル NSF250R  2'04.177
 20 32  三好 菜摘 RG NIWA with オーテック・スズカ NSF250R  2'04.411
 21 47  川瀬 啓一郎 club NEXT & KOHSAKA TSR3  2'04.470
 22 17  太田 虎之進 WJ-FACTORY NSF250R  2'04.871
 23 16  白石 玲菜 Dreamline Plusone NSF250R  2'05.280
 24 44  小沢 良美 Obrigada!RTwithコーダ!! NSF250R  2'05.423
 25 21  村田 憲彦 CLUB Y's NSF250R  2'05.488
 26 39  大澤 恒貴 team hirock & HARC NSF250R  2'05.982
 27 72  岩田 吉正 BATTLE FACTORY NSF250R  2'06.207
 以上予選通過車両:
 ※S=特別参加枠対象ライダー
 参加台数 27 台／ 出走台数 27 台
 予選通過基準タイム （ 108 % ）  2'11.598

●予選：天候／晴   路面／ドライ　出走9台
●決勝スタート／13:05（22周）

 Pos No. Name Team Machine BestTime

 1 634 名越 哲平 MuSASHi RT HARC-PRO. HP6-q  1'53.261
 2 392 尾野 弘樹 ミクニ テリー&カリー GSX-R600  1'53.670
 3 70 岩﨑 哲朗 OGURA CLUTH with RIDE IN ZX-6R  1'54.176
 4 4 作本 輝介 Team 髙武 RSC MD600  1'54.204
 5 22 小谷 咲斗 TEAM PLUSONE with TARO HP6-q  1'54.247
 6 71 榎戸 育寛 SDG Mistresa RT HARC-PRO. HP6-q  1'54.545
 7 36 徳留 真紀 マルマエMTR HP6  1'56.575
 8 18 豊島 怜 SpeedHeart DOGFIGHTR YAMAHA YZF-R6  1'57.623
 9 19 井手 翔太 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R6  1'58.089
 以上予選通過車両:    
 参加台数 9 台／出走台数 9 台
予選通過基準タイム （ 108 % ）  2'02.798

Official Fan Site http://www.superbike.jp/ MFJ Online Magazine http://www.mfj.or.jp/ MFJプロモーション委員会事務局 ： 東京都中央区築地3丁目11番6号　築地スクエアビル10階　TEL：03-5565-0900　2019年4月7日（日）発行

INFORMATION

全日本ロードレース選手権、全日本モトクロス選手権をダイジェスト編集。
モーターサイクルスポーツバラエティ「tv.motoちゃんねる」として全国無料放送のBS12
で放映！！

パワーアップして全国無料放送！！ 全日本ロードレース選手権全戦・全クラス（JSB1000/J-GP2/ST600/J-GP3 & MFJ
カップJP250）の予選・決勝をライブ配信！  迫力ある映像をお届けします。 
※通信環境によりディレイ配信となる場合もあります

インターネットライブ中継&動画配信も充実！！

Text & Photo : Toshihiro Sato & SUPERBIKE.JP  / Photo :  H. Wakita & T. Sato  / Issued by SUPERBIKE.JP ©2019 

JSB1000[Race2]　公式予選 セカンドラップタイム 正式結果表

☆詳しくはBS12（トゥエルビ） http://www.twellv.co.jp/

●放映予定
■放送：毎月最終土曜日21:30～22:00　（月1回、3月～12月予定）

YouTube「MFJ SUPERBIKEオフィシャルチャンネル」では、 
予選・決勝直後のライダーインタビューを中心に、全日本ロード
レースの迫力を動画にて配信!
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